講演「平成28年度第3回FDセミナー」　アクティブラーニングとしての反転授業を考える by 森 朋子
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かったつもり」を作るということが重要だと
いうことです。そして、個人の「分かったつも
り」を寄せ集めて、グループワークをする。で
すので、ここでも個人－集団を往還させるのが
よいということです。ですから、先ほどお話し
ました内化－外化という往還で作った「分かっ
たつもり」、「分かった」という学習形態を、今
度は個人－集団－個人の往還で作るということ
です。
　ですからまずは、「私はこう思う」という形
で、少なくとも全員が自分の「分かったつも
り」に至ったプロセスを言語活動で作るという
ことです。しかし、それでは言いっぱなしに
なってしまいますので、そこで、グループ1個
の最適解に向けて議論を行っていかなければい
けないわけです。つまり、自分の意見に固執し
てしまっては、集団で「分かったつもり」はで
きません。ですから傾聴したり、働きかけたり
というような協同学習のよいところがここに詰
まってくることになります。そして個々人の
「分かったつもり」から、集団の「なんとなく
のわかったつもり」になるわけです。ここでグ
ループワークが終わってしまうと、先ほどの課
題と同じようになってしまいますので、最後
は自分1人でもう1回、同じ課題または類似課
題に取り組むということです。ここの「分かっ
た」を評価の対象にするということです。です
から先生方によっては、グループワークで調べ
た内容を皆で発表したものを評価している先
生もおられると思いますが、そこではなくて、
こっちを評価すれば、学生はそこに向かって学
習していくということになります。
発話分析の試み
　そのような意味で、反転授業の方が深い学び
だろうということを想定して、発話分析をかけ
てみました。分析の対象にしたのは、共通科
目生物系の授業です。受講者は120名程度です。
分析の内容は研究論文のような話ですので、詳
しくお話できないのが残念です。この授業では、
事前学習で動画視聴を行います。10分程度の
ものを2本です。その上で動画の内容を要約し、
提出させます。このような形で「分かったつも
り」を作ってきた上で、授業の初めに○×式の
小テストを行なって、議論の認識を揃えます。
　これは事前学習をやっていないと、多くの時
間が必要になります。小テストの後、グループ
ワークを行います。まず、自分の○×を表明
したうえで、○か×かを議論させるわけですね。
このプロセスをある手続きで分析すると、深い
学びに結びつくような議論のパターンになって
いることが分かります。ほんの2、分で「ゆら
ぎ」が起きたり、「統合」が起きたりしていま
す。たいへん手早く、深い議論が達成できてい
るわけです。それはなぜかというと、事前学習
で自分の「分かったつもり」をしっかり作って
きているからだと思います。
分かったこと　まとめ
　まとめなのですが、反転授業は「ゆらぎ」を
通じて「分かったつもり」と「分かった」の往還、
すなわち内化－外化を授業デザインに組み込ん
でいますので、学びの質が上がるわけです。一
般の授業では「教える」ことが中心になります
が、反転授業では「教える」が道具化され、学
生が主体的に利用できるようになっています。
ですから、授業にアクティブラーニングを取
り入れたとしても、個人を基盤にしたグループ
ワークが可能になり、外化の時間が確保できる
ことになります。コンピテンシーは先ほども申
し上げましたように、個々人のすり合わせや葛
藤や躊躇の中から生まれてきますので、ここが
重要だと私は思っています。
　アクティブラーニングは、個人の「分かっ
た」を作るための意味装置として、つまり道具
として位置付けられています。コンピテンシー
はアクティブラーニングで伸びることが多いの
ですが、深い理解や知識の獲得という意味では、
その後の内化が重要になってきます。ですから、
内化－外化を往還することによって、知識とコ
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ンピテンシーの獲得が可能になると考えていま
す。
　反転授業は自分が「分かったつもり」と他の
人の「分かったつもり」をすり合わせていく過
程で効果があるということです。そのような意
味では、内化－外化を繰り返すことで内化の質
を上げていくわけですが、それを授業デザイン
の中に組み込んでいるというわけです。
　そして、反転授業ではこれまで主眼だった
「教える」という部分が、動画視聴として事前
学習で行われます。しかし、先生方の神髄はそ
こではありません。先生方の神髄は、まさに学
生が思考した後に出てきたクエスチョンマーク
に、どう答えていくかというところです。その
ような形でアクティブラーニングの時間が確保
できるメリットもあります。ということは、個
人を基盤としたグループワークによって、先ほ
ど示したような深い学習、深い議論が展開する
可能性があるということですね。
クロージング
　いよいよクロージングです。よい学習とは何
かを説明する際に、いつも私が使わせていた
だいているのが、佐伯胖（1975）『「学び」の構
造』（東洋館出版社）です。いわゆる「覚える学
習」が一般的だった時期ですから、40年以上
も昔です。その時期に佐伯は、「覚えたら忘れ
るから、それは絶対にだめだよ」と言っていま
す。ですから佐伯は、「だからこそ、分かろう
よ」という意見だったのです。1回分かっただ
けでは、次の新しい時代にはもう対応できない
ということですね。
　ですから1回分かったことを他者や先生の示
唆によって、揺るがせる必要があります。そし
て「なぜ、こうなったのだ？…こうだと思ってい
たのに」といったような状況から、さらにいろ
いろな情報を掴みながら、「そうか、こういう
ことだったのか」という状態に移ります。しか
し、そこで「分かった」わけではなく、「分かっ
たつもり」として、また新しい情報を取り入れ
て、揺らぎながら、「分かる」という状態にな
るわけです。１つの知識に関してどんどん理解
を深めていく、再構築していくというような学
習観が必要なのではないかと思っています。
21世紀に必要な学びとは
　産業革命以降、近年まで同じ商品をたくさん
作ることがよいという時代が続きました。その
ような時期の学習は、先生が出した課題をど
れだけ早く効率よく解を出すかという効率性が
求められていました。しかし、現在は何が本当
の課題かもわからない時代です。私の教え子の
シャープの学生もそうなのですが、阪大に入学
して、シャープに就職したらOKと考えていた
人生がまさに崩れようとしているわけです。で
すから、自分で課題を設定して自分で人生を選
択していくときには、存在しない知識を他者と
ともにどのように創造していくかということが
必要になります。まさに固定した知識を教える
のではなくて、元々あった知識を学生がどう作
り変えていくかという能力が、必要なのではな
いかと思います。信頼性が高く、そして持続可
能ではなく、何回も作り変えられるような知識
とその能力をどうやってつけていくかというこ
とが重要だというわけです。
　今日は、反転授業を通じてアクティブラーニ
ングを考えるというテーマでお時間を頂きまし
た。今日の私の話は、先生方に対する内化にな
りますので、もしこのあとご興味があれば、是
非、内化－外化－内化、または個人－集団－個
人のグループワークを実践してください。そし
て、「あれ」と思われましたら、そこからが学
習になります。そのときは是非、遠慮なく私の
方にメールを頂ければ、私にできるかどうかは
分かりませんが、もう一段高い認知レベルで再
内化をさせて頂きたいと思います。本日はどう
もありがとうございました。
